
令和６年度通期　全農・子会社等　輸入農畜産物取扱実績

６年度
通期（Ａ）

前年対比
(Ａ／B)　%

特記事項
 ５年度

通期（B）

11本部6社 4,976       114.5

ＪＡ全農青果センターにおける生協向けの取扱増
（+249百万円）
千葉県本部における生協向けキウイフルーツ取扱増
（+188百万円）

4,347     

11本部9社 521         113.3

ＪＡ全農青果センターにおける生協向けの取扱増
（+12百万円）
新規グループ会社追加のため
（ポーラスター+18百万円、煌+8百万円）

460       

5,497       114.4 4,807     

4本部5社 6,647       88.3
えひめ飲料におけるその他農産加工品取扱減
（△220百万円） 7,530     

6本部6社 464         195.0

ＪＡ全農青果センターにおける生協向けの取扱増
（+80百万円）
新規グループ会社追加のため
（ポーラスター+66百万円）

238       

2本部8社 5,652       126.7

えひめ飲料における価格高騰による増加
（＋935百万円）
ふくれんにおける取扱増加
（グレープ果汁+49百万円、その他果汁＋26百万円）

4,461     

12,763     104.4 12,229   

2本部7社 8,328       99.8

JA全農ミートフーズにおける為替相場高の単価増
（+23百万円）
全国農協食品における取扱減少（△25百万円）
JAライフクリエイト福島における取扱減少（△20百万円）

8,343     

1本部5社 2,319       100.4
JA全農ミートフーズにおける為替相場高の単価増
（+25百万円）
長野農協直販における取扱減少（△16百万円）

2,310     

1本部8社 2,049       105.7

JA全農ミートフーズにおける輸入包装肉事業受託等
による取扱減少（△113百万円）
アサヒブロイラーにおける需要増による販売数量の増加
（+208百万円）

1,938     

3本部9社 5,415       121.0

JA全農たまごにおける鳥インフルエンザの影響による
国産原料卵減少（△155百万円）
新規グループ会社追加（ポーラスター+112百万円）
協同乳業におけるR5年対策バター(国産)消化による
R6年度反動の影響、原料価格高騰(+1,012百万円）

4,476     

18,111     106.1 17,067   

－ -            - 0

－ - 0

36,371     106.7 34,103   

　　　牛肉および豚肉の取扱金額に占める輸入品割合（６年度通期） 単位 ： 百万円 、 ％　　

 輸入
取扱額

国産＋輸入
取扱額

 輸入
取扱比率

Ａ Ｂ Ａ／Ｂ

　　　　　牛肉(１０％以下） 8,328      325,117   2.6      ５年度通期：2.6％

　　　　　豚肉（ ２％以下） 2,319      234,503   1.0       ５年度通期：1.1％

※ 　輸入農畜産物取扱ガイドラインにもとづき、牛肉と豚肉については、輸入品の取扱割合を制限しています。
　　　牛肉・・・１０％以下（３２４，８４７百万円×１０％＝３２，４８５百万円以下）
　　　豚肉・・・　２％以下（２３４，１４６百万円×　２％＝　４，６８３百万円以下）

備　　　　　　　    考

表１   輸入農畜産物取扱ガイドラインで食品として取扱う品目の６年度通期取扱実績

　表１は、今後国産へシフトしていく品目、また、取扱う場合でも「安定供給」、「国産品販売の補完、品揃え」、「協同組
合活動上必要なもの」等の理由を明確にして、計画的に取り扱うことをガイドラインに記載した品目の取扱実績を報告
するものです。

野菜

小　計

缶詰、食品用大豆等

食鳥肉

合　　　　計

取扱本部
会社数

取扱高（百万円）

小　計

牛肉　　　※

果実

内臓肉、加工品等

食品原料

※百万円以下は四捨五入,取扱のないものは「-」

小　計

区分

農産加工品等

食
品
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
る
品
目

豚肉　　　※

果汁、飲料原料

　分　　　類

小　計
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６年度
通期（Ａ）

前年対比
(Ａ／B)　%

特記事項
 ５年度

通期（B）

－ -            -
国家貿易品目
実績なし -           

 1本部1社 4,197       122.9   
 関税割当品目（麦類農産部）
（R6：45千トン、R5：38千トン） 3,416     

 1本部1社 42,443     114.6   
 関税割当品目（麦類農産部・畜産生産部）
（R6：964千トン、R5：736千トン） 37,027   

 1本部 157         -
酪農部における取扱開始（カルピス株式会社）

-           

小計 46,797     115.7   40,443   

 1本部8社 10,191     113.7   
えひめ飲料（受託製造）果汁＋1420百万円
ふくれん（受託製造）果汁△1099百万円
リフレカップ（受託製造）その他飲料＋320百万円

8,966     

小計 10,191     113.7   8,966     

 1本部 80,452     84.0     
畜産生産部における搾油メーカーからの採算性の高い
菜種へのシフトによる減少。△17,850百万円
（R6：990千トン、R5：1,063千トン）

95,816   

小計 80,452     84.0     95,816   

137,440   94.6     145,225  

取扱高（百万円）

　　表２　輸入農畜産物取扱ガイドラインの別表４に記載される品目の６年度通期取扱実績

　表２は、ガイドラインの別表４に記載されている、国家貿易品目や関税割当品目のように、国の制度上取扱をしてい
る品目、また国産品と競合しない製油用大豆等の原料や受託先から指定された受託製造用の果汁の取扱実績を報
告するものです。

分　　類
取扱本部
会社数

小麦（一般入札）

区分

制
度
品
目
等

でん粉

合　　　　計

加
工
用
原
材
料

大豆・菜種・大豆粕

バター・脱脂粉乳
（カレントアクセス）

果汁・その他受託

とうもろこし

受
託
製
造
品

※百万円以下は四捨五入,取扱のないものは「-」
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